
 

 

 

 

 

 

 

農薬適正使用・生産履歴整備のための研修会を開催 

  

 ９月 16 日、管内ＪＡの営農担当者に対し、農薬の適正使用および生産履歴整

備について研修を行いました。 

 

農作物の生産にあたっては、従前より生産者に対して農薬の適正使用につい

て指導が行われてきました。また農産物の出荷に際し、生産履歴の提出を義務付

けられてきたところです。 

しかし、近年、高齢の生産者が多くなり、改めて農薬適正使用と生産履歴の正

確な記入について生産者に徹底したいとの申し出がＪＡよりあったため、当課

から提案し、まずは指導者向け研修会を開催する運びとなりました。 

研修会では、農薬の適正使用だけではなく、関係する法令（農薬取締法、食品

衛生法）、残留農薬基準、生産履歴整備の意義等について当課より説明しました。

特に生産履歴については、これまで使用されていた様式では生産者が書きにく

いとの意見があったため、できるだけ生産者が記入しやすい様式例を当課で作

成し、提供しました。 

ＪＡでは、生産者へ引き続き農薬の適正使用を徹底されるとともに、今年の秋

冬野菜から新しい生産履歴様式を導入し、内容のチェック体制を強化されるこ

ととなりました。 

今後もＪＡと当課が連携し、安心・安全な農作物を消費者へ届けられようにし

ていきます。 
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